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米国軍事偵察衛星（Corona、Hexagon）により復元された1960年代以降のブータン
ヒマラヤ・ルナナ地方の長期間の氷河変動
Glacier variation since 1960s in Lunana region, Bhutan Himalaya, using declassified
satellite imagery (Corona, Hexagon)
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1995年に機密解除された軍事偵察衛星のCoronaとHexagonは、ステレオ衛星画像であるため実体視が可能であり、こ
れまで定性的な地形解析などに用いられてきた。しかしながら、それらの衛星画像の歪みは複雑で、写真測量ソフトウェ
アによるデジタル標高モデル（DEM）生成は非常に困難であった。近年、それらの歪み補正を行う手法が、欧米の研究
チームにより開発され DEM生成が可能となった。本研究ではそれらの手法を用いてブータンヒマラヤ・ルナナ地方の氷
河域のの DEMを生成した。また、2011年秋にはルナナ地方においてGPS測量を実施しており、その測量データにより
DEMの精度検証及び補正を行った上で、1960年代以降の長期間の氷河変動量を明らかにした。
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